
国際教育シンポジウム2011 

日時　平成２４年２月１８日（土曜日） 
場所　仙台市教育センター 
　バス①　仙台駅→オープン病院・教育センター下車（地下鉄旭ヶ丘行　乗り場18番仙台ロフト前） 
　地下鉄・バス②　仙台→旭ヶ丘（地下鉄）→オープン病院・教育センター下車（鶴ヶ谷7丁目行　または東仙台営業所行） 

13:00-16:15　（12:30　受付開始） 
■基調講演(13:10-14:30)　 
「新学習指導要領をふまえた国際教育の可能性と課題 

ーESDの新しい動向を踏まえてー」 
　◎聖心女子大学　永田佳之氏　 
　◎プロフィール：95年より12年間、国立教育政策研究所にてユネスコ事業等に従事。07年よ 
　　 り現職。著書に『持続可能な社会をつくる』や「国際教育協力を志すために：平和・共生の 　 
　　 構築へ』『オルタナティブ教育：国際比較にみる21世紀の学校づくり』など 

■特別企画「震災支援を生かした国際教育の可能性」（14:35-15:15)　 
　◎国際理解のための特設学習～高砂中学校での実践報告～ 
　　「世界からの支援を生かした授業づくり」 
　◎「Power of Unity 一体化の威力」～英語通訳として災害派遣活動に参加して～ 
　　日米合同「トモダチ作戦」に、英語通訳として参加した阿部美奈子氏のお話 

■提案模擬授業（15:15-16:05） 
　国際教育って何をすればいいの？授業に生徒として参加して、体験しよう！ 
　◎テーマ：「ウムヨム村のブタの一生」～JOCA地球体験学習教材を活用して～ 
　◎テーマ：「世界の中の日本」～青年海外協力隊OBを活用して～ 
■主催・共催・後援（予定） 
　主催：宮城教育大学 
　共催：仙台市教育委員会・宮城県教育委員会 
　後援：JICA東北、仙台市小学校教育研究会「生活科・総合的な学習研究部会」「外国語活動研究部会」、 
　　　 仙台市中学校教育研究会「総合的な学習研究部会」「英語研究部会」「社会科教育研究部会」、宮城県国際理解教育研究会 
■企画・実施：国際教育のための資源活用を進める連携会議（事務局：宮城教育大学） 
■問い合わせ先：TEL/FAX：022-214-3679　E-mail：kanngenn@adm.miyakyo-u.ac.jp　 
　　　　　　　  HP:http://www.eec.miyakyo-u.ac.jp/blog/2011/12/2011-1.html 

入場無料 
駐車場あり 

～今，国際教育ができること～	


